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平面計画例

南西側全面にワークスペースを含むＬＤＫを配置。また、
プライベートルームはＬＤＫ側に開放できるようにし、さ
まざまな家族構成にフレキシブルに対応できるものとして
いる。水周りをコンパクトにまとめ、居住空間重視のオー
プンプラン。

 Planning

EEEENNNNOOOOVVVVAAAATTTTIIIIOOOONNNN

OOOOTTTTAAAALLLLTTTT
RRRR
住まいとは生涯で多くの時間を過ごす、生活そのものを表
す空間であるといえます。「そんな時間を心地よく過ごし
たい」、「そんな空間をより良くしたい」というのを具体
的に整理してみることが、リフォームをする上での原点と
いえます。家族、健康、コスト、時間など、多くの要因を
踏まえながら総合的にデザインしていく、それが「トータ
ル・リノベーション」と考えます。

家具 建具

計画する上で盛り込む。

（←↑）

納するのかを検討することが必

全体のバランスを考慮する。

単に意匠上だけではない要素も

（　→）↑

 Door Furniture

収納全般についてはプランニン
グの段階で、何をどのように収

須となる。その上で造作とする
のか置式とするのかを選定し、

建具についてはプランをフレキ
シブルに対応させる役割など、

洗面

厨房

他の内装仕上と統一が
図れるところと基本的

キッチンでの作業要点
を整理し計画を進める。
仕上は床材等に合わせ
てナラ材を使用。組み
立てた箱に天板、ガス

の設備品をセットする。
コンロ、食器洗浄機等

に自由度が高いところ
も製作キッチンの利点。

（←）

（　）←

（←）
収納等までシステム的に組み込んだも
ので、他の内装と合わせたナラ材にて
仕上げている。

プランに応じて洗面の形態を検討する。
洗面室内に置くものを考慮し、収納や
カウンターの有無を決定する。
（↓）
柱型や梁型など、制約がある部分にも

 Kitchen

 Lavatory

（←）
シナ材に白系の染色の
塗装を施した仕上。建
具や造作と合わせたも
ので、金物などのデザ
イン、機能まで詳細を
検討しながら計画する。

寸法が細かく対応でき、小スペースを
有効に利用できる。


